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カキを主とする二枚貝中の
ノロウイルス

微生物・ウイルス合同専門調査会

専門委員 西尾 治（グループ座長）

●以前小型球形ウイルス（SRSV)
と呼ばれていた

●ヒトの腸管上皮細胞でのみ増殖、食品、環境中で

増殖しない

●患者のふん便・吐物から大量にウイルス排出

ふん便中への排出は10日間程度持続
●感染性は自然界で長期間持続

●感染力が強く、10個程度で感染･発病
●熱、アルコール等に強く、不活化が難しい

●感染後の獲得免疫は弱い

遺伝子型が多いことから何度でも感染

ノロウイルスの特徴

粒子模型

電顕写真
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年別の食中毒病因物質別患者数

主な病因物質別患者発生数
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ノロウイルス

厚生労働省食中毒・食品監視関連情報より作成
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●感染性胃腸炎を起こす

●小腸でウイルスが増殖することから、水様性の

下痢症状を起こす

●食べものを腸に送る胃の運動神経が

麻痺し、嘔気･嘔吐を起こす

●嘔吐は突然、急激・強烈に起きる

通常、1～3日で治癒する
●但し、乳幼児、高齢者等の抵抗力の弱いヒトは

重症化（脱水症状)することがあるので要注意
●ノロウイルスによる食中毒患者では死亡例はない

ノロウイルスによる健康被害

• １

カキの汚染様式

カキ養殖場

カキ出荷前処理むき身作業場カキ（製品）

下水→河川家庭
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• １ 感染性胃腸
炎の流行

流行の発生
胃腸炎の流行とｶｷ
の汚染との相関

下水処理施設

河川への流入
処理能力

流行との相関

海域の汚染とカキの汚染
海水温、河川水のデータ
海域区分・養殖筏の位置によ

る汚染の相違データ

浄 化むき身処理

情報不足

ウイルスの残存
浄化の効果

一部情報不足

むき身作業マニュル
作業員の健康管理
使用水によるウイルス汚
染のデータ

パック工場

パッキング作業マニュアル
作業員の健康管理データ
使用水・封入水のウイルス汚染
に関するデータ

情報あり情報あり

一部情報不足一部情報不足

カキを主とする二枚貝の消費までの各段階における
ヒトへのノロウイルス感染のリスク要因と必要な情報－１

養 殖 場

１

飲食店・食品製造業者・家庭での衛生管
理の徹底

注意表示の導入による健康被害の減少
データ

加熱不足によるウイルス残存
充分な加熱の啓発による食品の汚染率、
健康被害の減少データ

情報不足

小売店 家庭

飲食店

食品製造業

パック工場
リスク

カキを主とする二枚貝の消費までの各段階における
ヒトへのノロウイルス感染のリスク要因と必要な情報－２
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●カキの流通を通しての科学的知見が不足

●カキの生産から消費の段階で、管理措置を
講ずることによりどの程度効果が得られるの
かの情報が不足

●養殖海域での海域ごと科学的データが不足

●今後、必要なデータの収集を行っていく

H18から食品健康影響評価技術研究を実施中

評価を進めるための情報と課題


